
広島市佐伯区観音地区民生委員児童委員協議会発行


佐伯区民生委員児童委員協議会では、「家族みんなで朝ごはん」運動の啓発運動を行い、区内の保育園、学校から、朝食を食べてくる子どもが多くなったと大変喜ばれています。

　しかしながら、広島市の食育調査によると、朝ごはんを食べてくる子どもが増えているものの、まだ、１割以上の子どもは、朝食を毎日食べる習慣がないとの報告があり、驚いているところです。

　子どもが健康的に活動するためには、規則正しい生活をすることが基本です。親の生活スタイルに合わせて夜更かしをし、朝食をとらずに登校する子供がいるという話も耳にしました。

　生活リズムを規則正しくするためには、親の協力が不可欠です。子どもが学校で、思う存分、勉強や運動をするためには、朝早く起き朝食をしっかりとることが必要なのです。

　親の都合で夜更かしをすれば、子どもは、早く起きることが出来ず、朝食を食べる時間もありません。しかも、学校で眠くなり授業に集中することも出来ず、あげくの果て、昼前に、エネルギーが切れてしまいます。親の夜更かしが、子どもの生活習慣の乱れにつながっているように思えてなりません。
　調査結果を見ると、子どもが朝食をとらない原因の一つに、「親が朝食を作ってくれないから」というのがありました。今一度、大人中心の生活から子ども中心の生活リズムに、見直しをしていただきたいと強く思います。
　規則正しい生活習慣を身に付け、ひとりで早寝早起きができるようにすることが、親のつとめです。それを見逃すと、生活の乱れが行動の乱れを生み、結果的に非行や不登校などに結びつくことにもなりかねません。もう一度、原点に戻り、親業について、家庭で考えていただきたいと思います。

　最後になりましたが、昨年１１月末、民生委員･児童委員の任期満了に伴う、３年ごとの一斉改選があり、観音地区１７名の内５名の交代がありました。町内会長様をはじめ、推薦団体の皆様方には、候補者の推薦にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。

　私たちは、これからも行政機関や観音ネットワーク諸団体と連携を図りながら、高齢者や子どもが、安全で安心してくらせる、明るく住みよい町づくりにどりょくしてまいります。皆様方のご協力、ご支援をよろしくお願い申し上げます。
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